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化の急速な進展と，世界的に見てかなり上質な
社会保障の充実によるものである。しかし税収
の伸びがそれに追いついていないというのでは
なく，添付した図１に明らかなように，所得税
も法人税も，２０数年前のピークから，ほぼ一貫
して大幅な低下傾向を示している。俗に表現す
れば，個人も企業も，この２０数年儲かっていな
いというより，儲けが減り続けているのである。
労働組合が強すぎて，合理化を阻止しているか
ら，農業団体が頑迷で，貿易の自由化に強固に
反対しているからがその十分な理由にはなりえ
ないだろう。著者は繰り返し「占領レジーム」
からの脱却を訴えるが，その意味内容がはっき
りしない。
評者の結論は，「プラザ合意」の事後処理が
通して拙かった。合意そのものを含め，過去３０
年間にわたる経済運営が，正当になされなかっ
たに尽きる。より具体的には，大蔵省・日銀を
中心とする財政・金融政策が，我が国経済をよ
り良い方向に向かわせなかった。評者が極めて
遺憾なのは，本書のどのページを見ても，この
期間我が国の金融政策の中心にいた著者から，
深刻な失敗に対する謙虚な反省の言が見られな
いことである。おそらく著者の先輩・同期・後
輩の方々も呉越同舟なのだろう。それにしても，
彼らを支えるべき我が国の経済学の主流が貨幣
数量説にはまり，実経済の動きに対する素直な
フィードバック能力を欠いていた。
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